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海洋構 造物 の リス ク評価の 研 究動向
一
　構造部会活動報告 を兼ね て　一

Research　Trend　qn　Risk　Evaluation　of
　　　　 Offshore　Structures
−

　With 　Report 　on 　the　Activity　of
Offshore　Structure　Committee　一

　 渡辺 喜保、藤久保昌彦 、有馬俊朗

　　　　　　平成 14 年 9月

　　　　 日本造船学会誌第 869 号

　 日 本造船学会海 洋 工 学委 員会 構造 部 会 は，各種 海洋

構 造物 の 構 造 強 度，設計法，応答の 解析 法 お よび 安全

性の 評価 法等 に関 す る情報 交換お よび調 査 ・
研 究を 行

っ て い る。部会は 年 4 回程度行 うが，特 に 関 心な らび

に 重 要度の 高い テ
ー

マ に つ い て は、ワ
”

｝ ン グ グル ー

プ を 編成 して 集 中的 な調 査 ・研 究 を 行 い 報告書に ま と

め て 公 表 して い る。こ れ ま で の 成 果 の 主 な もの に は，
半潜水式海 洋構 造物 の 構造設計要領 お よ び 海 洋構 造 物

の信頼性 設 計指 針 が あ る。現在 は，超 大 型 浮体 構 造物

の 構 造設計 に 関 す る 教科書の 出 版 に部 会 を 挙 げて 取 り

組 ん で い る、本 稿 で は，は じめに こ の 教科書 に つ い て

紹介 し，つ ぎに 調査 報 告 と して ，海 洋構 造 物 の リス ク

評価の 現状 と研 究動 向 に つ い て 解 説 す る．
　 リス ク 評価は ，安全 に 対す るlr一学 的判 断 の た めの 合

理 的 意志決定法と して 今後ますます適用が 広が る もの

と 予 想 され る。 海 洋構造物に つ い て は欧米を中心 に 多

く の 適用 実 績 が 見 られ るが ，本稿 で 触 れ た リス ク評価

基 準や 襪OF （HUirian・and ・O ・ganizati・n ・Fact・rs ） の

影響 につ い て は、ま だ検 討 す べ き多 くの 課 題が あ り，
今後 さ らなる研究が期待 され る。な お，現 在執 筆 中 の

超大 型 浮 体構 造物 の 教科書で は，第 10 章で，3 ．2

節 に 述苓た シ ス テ ム の 総 合信 頼性 に 関す る リス ク評価

の 事 例 を紹 介 す る 予 定 で あ る。

船上観測に よ る リュッ ツ ォ ホル ム 湾定着氷の

　　　　　　 氷厚分布にっ い て

Distribution　of 　Land・fast　lce　Thickness　in
Lutzow・Holm 　Bay，　Antarctica　by　Ship・based
　　　　　　　 Observations
　　　宇都正 太郎 、下 田春人、泉山　耕

　　　　　　　平成 14年 10 月

　　　 目本 雪 氷学 会 全 国大 会 講演予 稿集

　南極 昭 和 基地 が 位置す る リュ ツ ォ ホ ル ム 湾に は例 年、
砕氷船の 航行 に と っ て 厳 しい 海 氷が 発達 し、且つ そ の

年 々 変 動 も 薯 しい 。と こ ろ が 同 湾の 海 氷 状 況、と りわ

け海 氷 の 厚 さは 砕 氷能 力 に 最 も影響を 及 ぼ す パ ラ メ タ

ー
で ある が 、そ の 観測 デ

ー
タは極 め て 限 られ て い る n

この た あ 現在計画巾の 次期南極観測船の 建造に際 して

重要 な 基礎 とな る氷厚 データの 充実が 求 め られ て い る。
そ こ で 著者 ら は 第 42 次 目 本 南極 地 域観測隊夏隊

　（2000−2001） で 実 施 した 船 上観測に よ っ て 、定着氷

の 氷厚分布を初め て 連 続 的 に 観 測 した。観 測デー
タ の

予備的 な 解析 を行 い 、リ ュ ッ ツ ォ ホ ル ム 湾定着氷 の 氷

厚 分布 の 特性 に つ い て 検討 した。主な結 果を以 下 に 示

す。
1 ） 目視 に よ る毎 正 時 の 氷 厚 及 び積 雪深 の 観 測 結 果 か

ら 12月 下 旬の 昭 和 基 地 へ の 往 路 に比 べ て、2 月 中 旬 の

復 路 で は 定着 氷 縁 が約 27km 後退 した こ と、氷厚に 比

べ て 積雪 の 衰耗 が 著 しい こ とが わ か っ た 。

2 ） 電磁 誘 導法 に よ る 復路 の 全 氷 厚 （氷 厚 牽 積 雪深 ）

分布 を Fig．3 に 示す。ば らっ きはセ ン サの ノ イ ズ 及び

動揺 に よる。南緯 68 ．8 度付近 で 氷 厚 が L5m 程度 か ら

2．5m 程 度 に 不連続に 変化 して い る。ま た 68．8 度以 北

で も厚 い 氷 が 点在 して い る 。 過 去の 定着氷 の 流出 をN
映 して い る の で は な い か と考 え られ る c 今 後、衛星 観

測デ
ー

タ との 比 較 等、詳細 な解析 を行 う必要 が あ る5
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　Fig．3 電磁誘導法 による定着氷 の 全氷 厚分 布
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